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将来の降雨量等の試算結果
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気候変動による将来の降雨量、流量、洪水発生確率の変化倍率の試算結果

〇温室効果ガスの排出量が最大となるＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）では、21世紀末の降雨量変化倍率
は約1.3倍、流量変化倍率は約1.4倍、洪水生確率の変化倍率は約4倍と予測。

〇将来の気温上昇を2℃以下に抑えることを前提としたＲＣＰ2.6シナリオでは、21世紀末の降雨量変化倍率は
約1.1倍、流量変化倍率は約1.2倍、洪水発生確率の変化倍率は約2倍と予測。
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気候変動による将来の降雨量、流量、洪水発生確率の変化倍率

前提となる気候シナリオ
降雨量変化倍率

（全国一級水系の平均値）
流量変化倍率

（全国一級水系の平均値）
洪水発生確率の変化倍率
（全国一級水系の平均値）

RCP8.5（4℃上昇に相当） 約１．３倍 約１．４倍 約４倍

RCP2.6（2℃上昇に相当） 約１．１倍 約１．２倍 約２倍

※降雨量変化倍率は、20世紀末（1951年-2011年）と比較した21世紀末（2090年）時点における一級水系の治水計画の目標とする規模の降雨量変化倍率の平均値
※降雨量変化倍率のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）は、産業革命以前に比べて全球平均温度が4℃上昇した世界をシミュレーションしたｄ4ＰＤＦデータを活用して試算
※降雨量変化倍率のＲＣＰ2.6シナリオ（2℃上昇に相当）は、表中のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）の結果を、日本国内における気候変動予測の不確実性を考慮した結果について（お知らせ）「環境省、気象庁」から得られ
るRCP8.5、RCP2.6の関係性より換算

※流量変化倍率は、降雨量変化倍率を乗じた降雨より算出した一級水系の治水計画の目標とする規模の流量変化倍率の平均値

※洪水発生確率の変化倍率は、一級水系の現在の計画規模の洪水の、現在と将来の発生確率の変化倍率の平均値
（例えば、洪水発生確率が1/100から1/50に変化する場合は、洪水発生確率の変化倍率は２倍となる）

※降雨量変化倍率は国土技術政策総合研究所による試算値。流量変化倍率と洪水発生確率の変化倍率は、各地方整備局による試算値。

表上位5％の降水イベントによる日降水量の変化

以下の表から得られる地域毎のRCP8.5、RCP2.6の関係性より換算

RCP2.6 = RCP8.5 × 10.922.4
（東日本太平洋側での換算例）

（参考）RCP2.6（2℃上昇に相当）相当の降雨量変化倍率の算出方法

※RCP2.6、4.6、6.0（3ケース）、RCP8.5（9ケース）における将来気候の予測（2080～2100年平均）と現在気候（1984～2004年平均）の変化率を示す

※各シナリオにおける全ケースの平均値、括弧内に平均値が最小のケースと最大のケース（年々変動等を含めた不確実性の幅ではない）を示す

出典：日本国内における気候変動予測の不確実性を考慮した結果について（お知らせ）【環境省、気象庁】 （http://www.env.go.jp/press/19034.html）より


